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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 11㈰ 13:30 無　料 090（8299）4222【道家】
※全席自由

産業医科大学管弦楽団　第32回定期演奏会
チャイコフスキー:交響曲第5番ホ短調op.64　ほか 17㈯ 18:00 一般 ￥500 産業医科大学管弦楽団

090（5627）4298【葛葉】※当日￥300増　※全席自由

貞国音楽院　ピアノ・バイオリン・チェロ発表会 18㈰ 10:30
（予定）

無　料 貞国音楽院
093（202）7439【貞国】※全席自由

カワイ音楽コンクール　北九州地区予選会 23㈮㈷ 10:00 無　料 河合楽器北九州事務所
093（521）5453【佐野】25㈰ ※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500

出光美術館 門司
093（332）0251

※中学生以下無料（保護者同伴）

松竹梅・吉祥のうつわ
リニューアルオープンの第二弾！ 新春を祝うにふさわしい、幸運をもたらすうつわが大集合。

12/23㈮㈷～
29年1/29㈰

一般 ￥700　高・大学生 ￥500
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クリスマスコンサート「テノール＆弦楽四重奏」
出演：響ホール室内合奏団 23㈮㈷ 13:00

14:30
要展示ゾーン入館料

大人 ￥500　小中学生 ￥200
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

バナナのたたき売り 4㈰ 13:00 無　料15:00
海峡演劇祭2016 『あやとりの記』

【構成・演出】たにせみき 【朗読】山口恭子、鍬塚聰子、谷瀬未紀 【演奏】フクヤマワタル（コントラバス他） 3㈯

12/23㈮㈷～
29年1/7㈯

15:00 ￥1500

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

海峡演劇祭2016 『12月8日を劇にする』
【構成・演出】五味伸之 【出演】谷岡紗智（ぐにゃり）、石田聖也（演劇ユニットそめごろ）、参加者のみなさま 10㈯ 14:00 ￥1000

（お茶付き）

海峡演劇祭2016 ①『生命誌版・セロ弾きのゴーシュ』上映 ②『よだかの星』上演
①2014年3月1日の初演記録映像上映。 ②【演出】ゾヤ・ミコトバー 【美術】林由未 【出演】谷口直子（Divadlo501）

大人 ￥1000　中高生 ￥500
（①、②通し）

17㈯～
18㈰

①14:00
②15:00 ※小学生以下無料

海峡演劇祭2016 『闇の中、輝く命～統合失調Show♪♪♪～』
【構成・演出・出演】よっちゃん　上演後よっちゃんと海峡演劇祭実行委員長のQ&Aトークあり 24㈯ 15:00 一般 ￥2000

障害者手帳提示 ￥1000
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お正月！！レトロでカルタ
ちょっと変わったレトロなカルタの展示。（大牟田市立三池カルタ資料館提供） 
 
 

9:00～ 無　料17:00
市
民
交
流

ギ
ャ
ラ
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ー

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『門司少年少女合唱団』 24㈯ 18:00～
19:30 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『美術展「門司の画家たち展」』 1㈭～7㈬ 無　料
※7㈬は15:00まで

『渚のガラスのランプ工房展』 9㈮～14㈬ 無　料
※14㈬は13:00まで

『みちべの彩』 15㈭～21㈬ 無　料
※15㈭は13:00から、21㈬は16:00まで

１
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 3㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第8回門司シネマフェスタ 「35ミリフィルムで上映する今井正監督4作品」
10㈯/青い山脈・また逢う日まで　11㈰/真昼の暗黒・純愛物語

10㈯～
11㈰ 10:00

一日券前売（お弁当付） ￥1000
一日券当日 ￥0700 門司市民会館

093（321）2907
※中学生以下無料　※前売のみ小さなお弁当付

スタイルフレーバー発表会　「CHIBI IPPO」 25㈰
11:30 ￥3000

（前売・当日共）
有限会社　まる　スタイルフレーバー

093（582）400016:30 ※3歳以下無料

ハートビート　クリスマスコンサート 26㈪ 14:30 ￥1000
（前売・当日共）

キッズダンスハートビート
080（5274）2219【西野】

大
ホ
ー
ル

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

月

障

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

オリジナルミュージカル 「ザ･デイサービス・ショウ～It's Only Rock'n Roll～」 2㈮ 18:30 一般 ￥5800 ピクニックチケットセンター
050（3539）8330※対象：小学生以上　※当日￥200増

MACO　コンサート 3㈯ 18:00
17:00開場

指定 ￥5000　親子 ￥5000 キョードー西日本
092（714）0159※対象：3歳以上　※6歳以上有料

※親子は保護者1名と3～5歳1名、要事前購入、お子様の身分証明書持参

第19回　北九州市手話フェスティバル 4㈰ 13:30
12:30開場

一般 ￥2000　親子 ￥3000
高校生以下 ￥1500 特定非営利活動法人 北九州市聴覚障害者協会

093（881）0114※親子は大人1名と小学生以下1名
※当日 一般・親子￥500増、高校生以下￥300増

北九州市立大学混声合唱団コール・ユーフォニー　第50回記念定期演奏会 10㈯ 14:00 一般 ￥500 北九州市立大学混声合唱団 コール・ユーフォニー
090（8222）2365

第41回北九州市民クリスマス 11㈰ 15:00 無　料 北九州市民クリスマス実行委員会
070（5419）1000【原田】

平成28年度　福岡教育大学附属小倉中学校　合唱祭 20㈫ 13:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校
093（541）8621

第14回北九州市立高等学校ダンス部公演 23㈮㈷ 17:00 一般  ￥500 北九州市立高等学校
093（881）5440【緒方】※当日￥100増

紫川ブルースフェスティバル10周年記念ライブ 9㈮ 19:00
18:00開場 一般  ￥3000 Mr.Lefty's

070（5537）7204

チャンチャン劇団　第24回定期公演　「下町スキャット さる・る・る・る～」 17㈯～
18㈰ 14:00 一般  ￥1000 チャンチャン劇団 事務局

090（9600）2586【鈴木】

北九州子ども劇場　12月低学年部例会　「ピノキオ」（人形劇団むすび座） 23㈮㈷ 15:00 会　費 北九州子ども劇場
093（884）383418:30 ※子ども劇場会員でない方はお問合せください

ファンキーマーブル20周年公演　ガールズダンスレボリューション　vol.17 24㈯ 19:00
一般 ￥2000　指定 ￥2500

小学生以下  ￥1000 ファンキーマーブルダンスカンパニー
080（4286）3978【猪口】

※対象：4歳以上　※5歳以上チケット必要

記念講演会　「オブジェの不思議な世界　岡崎和郎とダダ・シュルレアリスム」
講師：巖谷國士（明治学院大学名誉教授） 25㈰ 14:00 無　料 北九州市立美術館分館

093（562）3215

北九州子ども劇場　12月乳幼児部例会　「ぴーかぶー」（劇団風の子九州） 7㈬ 11:10
11:00開場

会　費 北九州子ども劇場
093（884）3834※対象：3歳以下

※子ども劇場会員でない方はお問合せください

南河内万歳一座「滅裂博士」 
作・演出：内藤裕敬。病院を舞台に人々の人間模様や魂の存在を描く。

10㈯ 18:00
一般 ￥3000

学生・シニア（65歳以上） ￥2800
青春18歳差切符 ￥5500

高校生〔的〕チケット ￥1000 北九州芸術劇場
093（562）2655

11㈰ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日￥500増
※青春18歳差切符は年齢差18歳以上のペア割引（劇団のみ取扱）

KAKUTA 「愚図」 
結成20周年のKAKUTAが贈るシニカル・ヒューマンドラマ。出演：林家正蔵ほか

17㈯ 13:00 一般 ￥3500
高校生〔的〕チケット ￥100018:00

18㈰ 13:00 ※対象：小学生以上

ことのは朗読会 21㈬ 11:00
10:45開場

無　料 鑪しずこ
092（851）7876

CAM'S PC
090（6297）6200

※対象：小学生以上

ピアノ発表会～クリスマスコンサート～ 24㈯ 13:30
13:15開場 無　料

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

さわやかシルバー作品展　絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真 7㈬～13㈫ 無　料 （公社）北九州市シルバー人材センター
093（922）4801

第18回真颯館高等学校 美術科 卒業制作展　絵画・陶芸作品・工芸品 15㈭～20㈫ 無　料 真颯館高等学校美術科
093（561）1231

北九州智書道場作品展　書道 21㈬～27㈫
10:00～18:00 無　料 北九州智書道場

080（5607）1013

アートのめぐみ－かわいい生きもの展－ 絵画・手芸・写真・その他 21㈬～27㈫
10:00～18:00 無　料 アートのめぐみ

090（7154）0700

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2016北九州国際音楽祭
南紫音[ヴァイオリン]、ボリス・クズネゾフ[ピアノ]
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番 op.47 「クロイツェル」

3㈯ 15:00
指定席 ￥4000　一般自由席 ￥3500

U-25自由席 ￥2000　ペア自由席 ￥6000
（25歳以下、要証明）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※ペア自由席は前売りのみ取扱

九州国際大学付属中学校　第17回音楽祭
紅桜夢、宵待草、小川　ほか 4㈰ 13:00 無　料 九州国際大学付属中学校

093（671）9001【安部】※対象：保護者・関係者のみ　※一部指定

響シリーズ第4弾　沢崎恵美・中鉢聡　声楽コンサート
～歌声あふれるわがまちへ～
プッチーニ/オペラ「トゥーランドット」より“誰も寝てはならぬ”　ほか

10㈯ 15:00
一般 ￥2000　U-25 ￥1000

（25歳以下、要証明）
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始（12/29～1/3）

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.December

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始（12/29～1/3）

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 

八幡
東 北九州市立響ホール

月

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 11㈰ 13:30 無　料 090（8299）4222【道家】
※全席自由

産業医科大学管弦楽団　第32回定期演奏会
チャイコフスキー:交響曲第5番ホ短調op.64　ほか 17㈯ 18:00 一般 ￥500 産業医科大学管弦楽団

090（5627）4298【葛葉】※当日￥300増　※全席自由

貞国音楽院　ピアノ・バイオリン・チェロ発表会 18㈰ 10:30
（予定）

無　料 貞国音楽院
093（202）7439【貞国】※全席自由

カワイ音楽コンクール　北九州地区予選会 23㈮㈷ 10:00 無　料 河合楽器北九州事務所
093（521）5453【佐野】25㈰ ※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日本のやきもの ― 出光コレクションの精華
リニューアルオープンを記念し、出光コレクションを代表する日本陶磁の優品を紹介 10/28㈮～12/18㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500

出光美術館 門司
093（332）0251

※中学生以下無料（保護者同伴）

松竹梅・吉祥のうつわ
リニューアルオープンの第二弾！ 新春を祝うにふさわしい、幸運をもたらすうつわが大集合。

12/23㈮㈷～
29年1/29㈰

一般 ￥700　高・大学生 ￥500
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クリスマスコンサート「テノール＆弦楽四重奏」
出演：響ホール室内合奏団 23㈮㈷ 13:00

14:30
要展示ゾーン入館料

大人 ￥500　小中学生 ￥200
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

バナナのたたき売り 4㈰ 13:00 無　料15:00
海峡演劇祭2016 『あやとりの記』

【構成・演出】たにせみき 【朗読】山口恭子、鍬塚聰子、谷瀬未紀 【演奏】フクヤマワタル（コントラバス他） 3㈯

12/23㈮㈷～
29年1/7㈯

15:00 ￥1500

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

海峡演劇祭2016 『12月8日を劇にする』
【構成・演出】五味伸之 【出演】谷岡紗智（ぐにゃり）、石田聖也（演劇ユニットそめごろ）、参加者のみなさま 10㈯ 14:00 ￥1000

（お茶付き）

海峡演劇祭2016 ①『生命誌版・セロ弾きのゴーシュ』上映 ②『よだかの星』上演
①2014年3月1日の初演記録映像上映。 ②【演出】ゾヤ・ミコトバー 【美術】林由未 【出演】谷口直子（Divadlo501）

大人 ￥1000　中高生 ￥500
（①、②通し）

17㈯～
18㈰

①14:00
②15:00 ※小学生以下無料

海峡演劇祭2016 『闇の中、輝く命～統合失調Show♪♪♪～』
【構成・演出・出演】よっちゃん　上演後よっちゃんと海峡演劇祭実行委員長のQ&Aトークあり 24㈯ 15:00 一般 ￥2000

障害者手帳提示 ￥1000

ア
ト
リ
ウ
ム

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前

お正月！！レトロでカルタ
ちょっと変わったレトロなカルタの展示。（大牟田市立三池カルタ資料館提供） 
 
 

9:00～ 無　料17:00
市
民
交
流

ギ
ャ
ラ
リ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

『門司少年少女合唱団』 24㈯ 18:00～
19:30 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『美術展「門司の画家たち展」』 1㈭～7㈬ 無　料
※7㈬は15:00まで

『渚のガラスのランプ工房展』 9㈮～14㈬ 無　料
※14㈬は13:00まで

『みちべの彩』 15㈭～21㈬ 無　料
※15㈭は13:00から、21㈬は16:00まで

１
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 3㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第8回門司シネマフェスタ 「35ミリフィルムで上映する今井正監督4作品」
10㈯/青い山脈・また逢う日まで　11㈰/真昼の暗黒・純愛物語

10㈯～
11㈰ 10:00

一日券前売（お弁当付） ￥1000
一日券当日 ￥0700 門司市民会館

093（321）2907
※中学生以下無料　※前売のみ小さなお弁当付

スタイルフレーバー発表会　「CHIBI IPPO」 25㈰
11:30 ￥3000

（前売・当日共）
有限会社　まる　スタイルフレーバー

093（582）400016:30 ※3歳以下無料

ハートビート　クリスマスコンサート 26㈪ 14:30 ￥1000
（前売・当日共）

キッズダンスハートビート
080（5274）2219【西野】

大
ホ
ー
ル

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

月

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

記念講演会「京都大西家のかたち」
千家十職の御釜師・十六代当主　大西清右衛門氏による記念講演会です。 23㈮㈷ 14:00

￥2000
（小倉城庭園入館券付）

※対象：小学生以上
※会場：西日本工業大学小倉キャンパス303講義堂

そ
の
他

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
「大男とクリスマスツリー」 「こどもにんぎょう劇場 日本編」 4㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

スペシャルファミリー人形劇場
北九州人形劇ネットワークによる人形劇の公演 11㈰ 11:00

13:30 無　料

こども演劇教室卒業公演
演目：「約束」 18㈰ 14:00 無　料

図
書
室

児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子どもお楽しみ劇場
影絵「こぶとり」の実演　ほか 11㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　洋画 「三十四丁目の奇跡」 （1947年　アメリカ）

出演:モーリン・オハラ 24㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

見立ての手法　― 岡崎和郎　Who's Who
彫刻家・岡崎和郎の作品と古今東西の名作を紹介。「見立て」の魅力に迫る。

11/19㈯～
29年1/15㈰

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で
会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『竜馬がゆく』などで著名な司馬遼太郎の関連資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

清張原作NHKドラマ上映会
「事故」、「一年半待て」、「中央流沙」、「最後の自画像」より1日2作品を上映

11/27㈰
～12/4㈰

10:30 無　料 松本清張記念館
093（582）276114:00 ※常設展示観覧は別途入館料が必要

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

迎春　四季の掛軸特別ご奉仕会 7㈬～20㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521奥江一太　油絵展

なめらかな筆致で主に静物画を描く作品展 21㈬～27㈫ 無　料

年末年始　絵画お宝市 12/28㈬～
29年1/3㈫ 無　料 小倉井筒屋 大画廊・小画廊

093（522）2521
幽玄の美　牛茂　展
絹地に染料を使う独特の方法で神秘的な世界を表現する 7㈬～13㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

－100年の時を超えて－　オールドノリタケ展
明治中期から1900年代初期にかけ、主にアメリカに輸出された陶磁器の作品展 14㈬～20㈫ 無　料

チャールズ・ファジーノ　3Dアート展
シルクスクリ－ンを使った3Dア－ト作品展 21㈬～27㈫ 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊
新
館
７
階

大
画
廊・

小
画
廊

新
館
７
階 

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第58回小倉城大鏡餅　餅つき 18㈰ 9:00 無　料 小倉城
093（561）1210第58回小倉城大鏡餅　飾り付け 24㈯ 10:00 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小
倉
城

天
守
閣
前

広
場

１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

展示解説
当館学芸員による展示解説です。 10㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
年忘れ　男の茶会
お点前、お運びなど全て男性のみで行う年末恒例のお茶会です。 23㈮㈷ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（薄茶二席・入館料込）
和
室・

書
院
棟

企
画
展
示
室

鐡を愛でる　～千家十職御釜師・京都大西家のかたち～
千家十職の御釜師・京都大西家における歴代の釜を一堂に展示します。

12/1㈭～
29年1/31㈫

一般 ￥300　中高生 ￥150
小学生 ￥100

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/1）　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末（12/29～31）

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高倉健主演映画資料展
世界的な俳優高倉健主演映画205作品の中からポスター126点を選んで展示します。

11/1㈫～
29年1/12㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013
クリスマスフェスティブコンサート
出演：松山彩夏 with HOUSE224 Jazz Torio、Blue Lise Quinted 24㈯ 14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151マンスリーシアター

上映作品：「男はつらいよ　奮闘篇」（第7作）マドンナ榊原るみ 25㈰ 14:00～
16:00 無　料

ハワイアンクリスマス in 門司港レトロ　2016
フラ・ハワイアンバンド・ウクレレと、ハワイアンなクリスマスを過ごせる1日

10:00～
16:30 無　料

１
階

松
永
文
庫

全
館

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

彫刻講座　第1回「稲葉彬子の酉を作ろう」

「彫刻と絵画」稲葉彬子、濵﨑孝洋二人展

立体造形で来年の干支「酉」を作ります。（全3回） 講師：彫刻家 稲葉彬子

稲葉彬子の彫刻約70点と濵﨑孝洋の絵画約30点、計100点の展示。

3㈯ 13:00～
16:00

受講料・材料費 ￥5000
門司港美術工芸研究所

093（322）1235

10㈯
17㈯

※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者同伴）

6㈫～18㈰ 無　料

２
Ｆ

多
目
的
ホ
ー
ル
２
Ｆ
門
司
港

美
術
工
芸

研
究
所

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

宝塚歌劇「宙組」北九州公演
バレンシアの熱い花／HOT EYES!! 2㈮ 14:00 S席 ￥7300　A席 ￥6000 西日本イベントサービス

092（711）549118:00 ※全席指定

岡本真夜 Love Story 九州 EXTRA TOUR 2016
溢れる涙はあなたへの想い 出会えたことにありがとう 3㈯ 19:00 A席 ￥6500　B席 ￥6000 MIN-ON北九州

093（884）1833※対象：小学生以上　※全席指定

レクイエム in 北九州 2016 4㈰ 15:00 一般 ￥2500　学生 ￥1000 北九州モーツァルトの会
090（1089）6954【田端】

おいでよ♪ クリスマスパイプオルガンコンサート 2016
小さなお子さまから楽しめるパイプオルガンコンサートです 9㈮ 14:30

大人（中学生以上） ￥0700
子ども（3歳～小学生） ￥0400

親子ペア（大人＋子ども） ￥1000
※全席自由

北九州ソレイユホール
093（592）5405

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：政治学者　姜　尚中氏 11㈰ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

※当日各￥500増　※全席自由

北九州市立大学吹奏楽団 第49回 定期演奏会 17㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立大学吹奏楽団
093（962）6638

歌丸・円楽二人会　天敵の会　小倉頂上決戦
桂歌丸・三遊亭円楽・三遊亭愛楽 18㈰ 13:30 全席指定 ￥4800 ピクニックチケットセンター

050（3539）8330※対象：小学生以上

劇団四季 ミュージカル 「ウェストサイド物語」
時代を超えた衝撃。このミュージカルには神が宿っている。 19㈪ 18:30

Ｓ席 ￥8640　Ａ席 ￥6480
Ｂ席 ￥3240 劇団四季　福岡オフィス

092（482）2013

THE TOUR OF MISIA LOVE BEBOP 24㈯ 18:30 全席指定 ￥8640
※3歳以上チケット必要

キョードー西日本
092（714）0159

※全席指定

第九の夕べ
ベートーヴェン 交響曲 第9番 ニ短調 作品125「合唱付き」 25㈰ 15:00

一般 ￥4000　学生 ￥1100
会員割引 ￥3500 九響チケットサービス

092（823）0101
※対象：小学生以上　※全席自由

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

メカニックデザイナー 大河原邦男展
機動戦士ガンダムなどのメカデザインを手がけた大河原の作品を一堂に展示。

11/5㈯～
29年1/15㈰

一般 ￥800　中高生 ￥400
小学生 ￥200

[常設展セット券] 一般￥1000
中高生￥500　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

北九州漫画家列伝　「高倉みどり」紹介展示
北九州市ゆかりの漫画家を紹介。

11/26㈯～
29年1/27㈮

無　料
常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～九州支部　も り せ い ち る～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 10/22㈯～12/22㈭ 無　料

常設展入場料が必要

ギラヴァンツ北九州選手似顔絵コンクール入賞作品展
ギラヴァンツの選手や監督などを描いた小学生の優秀な作品を展示。 11/12㈯～12/9㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.24「アズ展～夢（ユメ）編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。

無　料
常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～中国支部　関よしみ～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。

12/23㈮㈷～
29年2/24㈮

12/10㈯～
29年2/11㈯㈷

無　料
常設展入場料が必要

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

3㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

11㈰ ※当日定員先着20名、途中からの参加可能

漫画スクール
テーマ①「漫画で楽しい年賀状を描こう」
　　　②「漫画でクリスマスカードを作ろう」

①4㈰
②23㈮㈷

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　※要事前申込（定員先着20名）

企
画
展
示
室
常
設
展
示
室 

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

4㈰ 門司港レトロ総合インフォメーション
093（321）4151

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.December

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（ただし12/27、1/3は開館）、年末年始（12/31～1/2）

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時門司

障

障

障

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

記念講演会「京都大西家のかたち」
千家十職の御釜師・十六代当主　大西清右衛門氏による記念講演会です。 23㈮㈷ 14:00

￥2000
（小倉城庭園入館券付）

※対象：小学生以上
※会場：西日本工業大学小倉キャンパス303講義堂

そ
の
他

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
「大男とクリスマスツリー」 「こどもにんぎょう劇場 日本編」 4㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

スペシャルファミリー人形劇場
北九州人形劇ネットワークによる人形劇の公演 11㈰ 11:00

13:30 無　料

こども演劇教室卒業公演
演目：「約束」 18㈰ 14:00 無　料

図
書
室

児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子どもお楽しみ劇場
影絵「こぶとり」の実演　ほか 11㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　洋画 「三十四丁目の奇跡」 （1947年　アメリカ）

出演:モーリン・オハラ 24㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

見立ての手法　― 岡崎和郎　Who's Who
彫刻家・岡崎和郎の作品と古今東西の名作を紹介。「見立て」の魅力に迫る。

11/19㈯～
29年1/15㈰

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

没後20年　司馬遼太郎展―21世紀“未来の街角”で
会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『竜馬がゆく』などで著名な司馬遼太郎の関連資料を展示します。 10/22㈯～12/4㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

清張原作NHKドラマ上映会
「事故」、「一年半待て」、「中央流沙」、「最後の自画像」より1日2作品を上映

11/27㈰
～12/4㈰

10:30 無　料 松本清張記念館
093（582）276114:00 ※常設展示観覧は別途入館料が必要

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

迎春　四季の掛軸特別ご奉仕会 7㈬～20㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521奥江一太　油絵展

なめらかな筆致で主に静物画を描く作品展 21㈬～27㈫ 無　料

年末年始　絵画お宝市 12/28㈬～
29年1/3㈫ 無　料 小倉井筒屋 大画廊・小画廊

093（522）2521
幽玄の美　牛茂　展
絹地に染料を使う独特の方法で神秘的な世界を表現する 7㈬～13㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

－100年の時を超えて－　オールドノリタケ展
明治中期から1900年代初期にかけ、主にアメリカに輸出された陶磁器の作品展 14㈬～20㈫ 無　料

チャールズ・ファジーノ　3Dアート展
シルクスクリ－ンを使った3Dア－ト作品展 21㈬～27㈫ 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊
新
館
７
階

大
画
廊・

小
画
廊

新
館
７
階 

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第58回小倉城大鏡餅　餅つき 18㈰ 9:00 無　料 小倉城
093（561）1210第58回小倉城大鏡餅　飾り付け 24㈯ 10:00 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小
倉
城

天
守
閣
前

広
場

１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

展示解説
当館学芸員による展示解説です。 10㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
年忘れ　男の茶会
お点前、お運びなど全て男性のみで行う年末恒例のお茶会です。 23㈮㈷ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（薄茶二席・入館料込）
和
室・

書
院
棟

企
画
展
示
室

鐡を愛でる　～千家十職御釜師・京都大西家のかたち～
千家十職の御釜師・京都大西家における歴代の釜を一堂に展示します。

12/1㈭～
29年1/31㈫

一般 ￥300　中高生 ￥150
小学生 ￥100

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休、1/1㈰㈷

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/1）　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末（12/29～31）

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州ランチャーズ・ライブ～懐かしのクリスマスサウンド～
60年代の懐かしいヒット曲を中心とした生演奏 10㈯ 13:30

無　料
（別途、茶菓代として￥400）

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた）
093（661）1122※要事前申込

体
育
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

絵本「ユーナの樹とトモダチ」読み聞かせ
他者を受入れることの重要性を描いた絵本、参加家族に絵本のプレゼントあり

地域めぐりあいコンサート　ワンコイン　ピアノ・コンサート in 子どもの館
金子三勇士［ピアノ］

3㈯ 13:00～
13:30 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555
プ
レ
イ

ル
ー
ム

子
ど
も

ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

迎春　こっとう展 6㈫～11㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268ヘレンドフェア2016 13㈫～18㈰ 無　料

迎春　大掛軸展 20㈫～30㈮ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

稲垣潤一　コンサート2016 3㈯ 17:00 一般 ￥5800　友の会 ￥5000 黒崎ひびしんホール
093（621）4566※対象：小学生以上

2㈮ 11:45
全席自由 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

※未就学児無料
※要電話申込（定員250名）

九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部　第40回定期演奏会 10㈯ 18:00 無　料 九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部
090（1346）5235【松本】

ベルギーの至宝・イザイの名曲コンサートシリーズ in 北九州 22㈭ 19:00
一般 ￥2500　正会員 ￥2000

学生 ￥1500 日本イザイ協会
090（9401）0011【花井】

※当日各￥500増

第6回スチューデントミュージックフェスティバル 23㈮㈷ 13:00 無　料 北九州市立高見中学校
093（651）1886【丸山】

第10回福岡県アンサンブルコンテスト 24㈯ 11:00 ￥1500 福岡県吹奏楽連盟
080（9100）5665【宮武】25㈰ 10:00

SF LIVE-GYM  2016 3㈯ 13:00 SS席 ￥3000　Ａ席 ￥2500
Ｂ席 ￥2000

㈱シード SOUL FONKY DANCE SCHOOL
093（641）688517:00

黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 7㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566音の杜の不思議なアリス 9㈮ 19:00 ￥2000
※当日￥500増

2016アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ　PIANO CONCERT 10㈯ 13:00 無　料 アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ
093（981）8520【熊本】

北九州子ども劇場　12月乳幼児部例会　「ぴーかぶー」（劇団風の子九州） 11㈰ 11:10 会費制 北九州子ども劇場
093（884）3834

福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部第50回定期演奏会 17㈯ 14:00 無　料 福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部
093（641）6611

第19回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
ベルギーからの便り　川口ヱリサ（ヴァイオリン）・川口さやか（ピアノ） 20㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

集え！九州の若き演奏家たち 28㈬ 18:00 ￥500 080（4278）8927【小原】
※当日￥100増

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

2016秋の合同小品展　洋画 11/29㈫
～12/4㈰

9:30～
17:30

無　料 北九州美術家連盟
093（651）6206【古川】※4㈰は15:00まで

第9回北九州市障害者芸術祭　作品展　工芸・書・写真・その他 6㈫～
11㈰

10:00～
18:00

無　料 （公財）北九州市身体障害者福祉協会
093（883）5555【松崎】※11㈰は17:00まで

第44回北九州平和美術展　洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他 20㈫～
25㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州平和美術展実行委員会

093（652）6719【松永】

第15回日本風景写真協会　福岡第二支部（北九州）写真展　写真 12㈪～
18㈰

9:30～
18:00

無　料 日本風景写真協会 福岡第二支部
093（962）4048【土岐】※12㈪は13:00から、18㈰は16:00まで

宮本 富士雄の作品展　洋画・日本画・工芸・その他 13㈫～
18㈰

10:00～
17:00

無　料 宮本富士雄
093（741）0387※18㈰は16:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休、1/1 ㈰㈷

□℡ □時八幡
西

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　12/7㈬、21㈬、31㈯□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

月

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
西

申込終了

完 売

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

吟詠剣詩舞大会 4㈰ 13:00 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐
090（2513）9199【楠本】

第42回　後期吟剣詩舞大会 11㈰ 9:30 無　料 北部九州吟剣詩舞連盟事務局
093（645）5295【布谷】

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第10回ブラスフェスタ in 若松
四つの吹奏楽団と中学高校の合唱部・音楽部による演奏会 11㈰ 13:30 一般・高校生以下 ￥500 若松市民会館

093（771）8131※当日一般のみ￥200増

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
現代美術センターCCA北九州

093（695）3691
Laura O.Ford展
詳細はお問い合わせください。

12/21㈬～29年1/27㈮
（日祝休み）

無　料
※土曜日は12:00から

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

秋企画展　「未来へ夢はずむ～ゴムのちから展」
身近に潜むゴムのチカラ。いろいろな実験と体験で楽しく学ぼう。 10/22㈯～12/23㈮㈷ 大人 ￥300　小中学生 ￥100 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：3歳以上　※小学生未満無料

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

鳳山堂こだわりの木工展
ワンランク上の一枚板家具販売 3㈯～4㈰ 無　料 083（929）1114【池田】

しがない5人展
イラスト、インスタレーション約30点展示 10㈯～13㈫ 無　料 090（3410）5343【小屋松】

※13㈫は16:30まで

第33回九州制作会議展2016
平面・立体作品展示

18㈰～
24㈯

10:00～
17:30

無　料 090（7166）8748【松尾】
※24㈯は17:00まで

ヤマハボーカル＆ゴスペルコンサート 25㈰ 14:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歴史講演会「近代建築からみた北九州」
講師：当館歴史課学芸員　中西義昌 3㈯ 13:30 資料代 ￥800

要常設展観覧料

いのちのたび博物館
093（681）1011

※小学生以下は保護者の参加が必要

東アジア友好博物館事業　企画展「着物が語る日本の心」
友好博物館交流をしている仁川博物館・旅順博物館に「衣」文化を紹介する企画展 開催中～11㈰

たいけん講座「鳥はなぜ飛べる？鳥だこを作って考えよう！」
鳥がなぜ飛べるのか鳥だこを作って考え、お正月の凧揚げの準備も兼ねる。 11㈰ 10:00 材料代 ￥100

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

室内講座「恐竜すす払い」
毎年恒例、展示している恐竜のすすを払います。 26㈪ 16:30 無　料

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月・惑星・冬の星座を望遠鏡で観察します。 10㈯ 18:00～

19:30

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

大人 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

児童文化科学館
093（671）4566

※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、11/26㈯から電話受付開始

クリスマスハンドベルコンサート
ハンドベルを使ってクリスマスソングの演奏を行います。 23㈮㈷ 14:30～

15:20 無　料

サイエンスショー
「身近なものを使って、科学マジック」 25㈰ 14:30～

15:20 無　料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

大
集
会
室
会
議
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水環境館
093（551）3011

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 7㈬ 14:00 無　料

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 21㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.December

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始（12/29～1/3）　　110台（共用）　

□℡ □時若松

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）□休

□℡ □時若松

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

月

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時小倉
南

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始（要問合せ）

□℡ □時水環境館小倉
北

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州ランチャーズ・ライブ～懐かしのクリスマスサウンド～
60年代の懐かしいヒット曲を中心とした生演奏 10㈯ 13:30

無　料
（別途、茶菓代として￥400）

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた）
093（661）1122※要事前申込

体
育
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

絵本「ユーナの樹とトモダチ」読み聞かせ
他者を受入れることの重要性を描いた絵本、参加家族に絵本のプレゼントあり

地域めぐりあいコンサート　ワンコイン　ピアノ・コンサート in 子どもの館
金子三勇士［ピアノ］

3㈯ 13:00～
13:30 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555
プ
レ
イ

ル
ー
ム

子
ど
も

ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

迎春　こっとう展 6㈫～11㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268ヘレンドフェア2016 13㈫～18㈰ 無　料

迎春　大掛軸展 20㈫～30㈮ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

稲垣潤一　コンサート2016 3㈯ 17:00 一般 ￥5800　友の会 ￥5000 黒崎ひびしんホール
093（621）4566※対象：小学生以上

2㈮ 11:45
全席自由 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

※未就学児無料
※要電話申込（定員250名）

九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部　第40回定期演奏会 10㈯ 18:00 無　料 九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部
090（1346）5235【松本】

ベルギーの至宝・イザイの名曲コンサートシリーズ in 北九州 22㈭ 19:00
一般 ￥2500　正会員 ￥2000

学生 ￥1500 日本イザイ協会
090（9401）0011【花井】

※当日各￥500増

第6回スチューデントミュージックフェスティバル 23㈮㈷ 13:00 無　料 北九州市立高見中学校
093（651）1886【丸山】

第10回福岡県アンサンブルコンテスト 24㈯ 11:00 ￥1500 福岡県吹奏楽連盟
080（9100）5665【宮武】25㈰ 10:00

SF LIVE-GYM  2016 3㈯ 13:00 SS席 ￥3000　Ａ席 ￥2500
Ｂ席 ￥2000

㈱シード SOUL FONKY DANCE SCHOOL
093（641）688517:00

黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 7㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566音の杜の不思議なアリス 9㈮ 19:00 ￥2000
※当日￥500増

2016アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ　PIANO CONCERT 10㈯ 13:00 無　料 アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ
093（981）8520【熊本】

北九州子ども劇場　12月乳幼児部例会　「ぴーかぶー」（劇団風の子九州） 11㈰ 11:10 会費制 北九州子ども劇場
093（884）3834

福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部第50回定期演奏会 17㈯ 14:00 無　料 福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部
093（641）6611

第19回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
ベルギーからの便り　川口ヱリサ（ヴァイオリン）・川口さやか（ピアノ） 20㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

集え！九州の若き演奏家たち 28㈬ 18:00 ￥500 080（4278）8927【小原】
※当日￥100増

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

2016秋の合同小品展　洋画 11/29㈫
～12/4㈰

9:30～
17:30

無　料 北九州美術家連盟
093（651）6206【古川】※4㈰は15:00まで

第9回北九州市障害者芸術祭　作品展　工芸・書・写真・その他 6㈫～
11㈰

10:00～
18:00

無　料 （公財）北九州市身体障害者福祉協会
093（883）5555【松崎】※11㈰は17:00まで

第44回北九州平和美術展　洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他 20㈫～
25㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州平和美術展実行委員会

093（652）6719【松永】

第15回日本風景写真協会　福岡第二支部（北九州）写真展　写真 12㈪～
18㈰

9:30～
18:00

無　料 日本風景写真協会 福岡第二支部
093（962）4048【土岐】※12㈪は13:00から、18㈰は16:00まで

宮本 富士雄の作品展　洋画・日本画・工芸・その他 13㈫～
18㈰

10:00～
17:00

無　料 宮本富士雄
093（741）0387※18㈰は16:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休、1/1 ㈰㈷

□℡ □時八幡
西

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　12/7㈬、21㈬、31㈯□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

月

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
西

申込終了

完 売



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

■
第
九
の
夕
べ

12
月
25
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）。九
州
交
響
楽
団
の
指
揮

に
川
瀬
賢
太
郎
を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
「
交
響
曲
第
９
番
」
を
合
唱
付

き
で
演
奏
。
出
演
は
ソ
プ
ラ
ノ
秦
茂

子
、
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
小
林
真
理
、

テ
ノ
ー
ル
笛
田
博
昭
、
バ
リ
ト
ン
原

尚
志
、
合
唱
は
北
九
州
市
民
フ
ロ
イ

デ
コ
ー
ル（
合
唱
指
揮
：
中
林
清
治
）
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
４
０
０

０
円
、
会
員
割
引
３
５
０
０
円
、
学

生
１
１
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不

可
。
ま
た
、
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

に
は
北
九
州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に

て
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
１
７
」
を
開
催
。
詳
細
は
同
チ
ケ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
ま
で
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

０
９
２
（
８
２
３
）
０
１
０
１

■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞
み
ん
な

の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
〜
親
・
子
・
孫

３
世
代
に
お
く
る
歌
の
き
ず
な
〜

１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。「
み
ん
な
の
う
た
」の
名
曲
を
、

歌
と
当
時
の
貴
重
な
番
組
映
像
で
楽

し
め
る
。
歌
っ
て
踊
れ
る
参
加
型
コ

ー
ナ
ー
も
予
定
。
司
会
テ
ツand

ト

モ
。
出
演
は
城
南
海
、
冨
永
裕
輔
、

お
し
り
か
じ
り
虫
。
合
唱
で
は
黒
崎

中
央
小
学
校
も
参
加
。
一
般
３
０
０

０
円
、
友
の
会
２
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

※

未
就
学
児
１
名
ま
で
保
護
者
膝
上

無
料
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ―

古
武
道―

10th Anniversary Concert

２
月
３
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
６
Ｆ
）。古
川
展
生

（
チ
ェ
ロ
）
、
妹
尾
武
（
ピ
ア
ノ
）
、

藤
原
道
山
（
尺
八
）
に
よ
る
結
成
10

周
年
を
迎
え
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
。
曲
目
は
「
一
心
」
、「
そ
し
て
僕

ら
の
旅
は
続
く
」、「
愛
の
夢
」、「
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
８
番
『
悲
愴
』
第
２

楽
章
」、「
ジ
ム
ノ
ペ
テ
ィ
第
１
番
」

な
ど
を
予
定
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、

Ｓ
席
５
８
０
０
円
、
Ａ
席
４
８
０
０

円
、
Ｂ
席
３
８
０
０
円
。
障
害
者
手

帳
減
免
あ
り
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

　
久
し
ぶ
り
に
響
ホ
ー
ル
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。
若
い

こ
ろ
は
何
で
も
か
ん
で
も
聴
き
に
行

き
ま
し
た
が
、
こ
の
歳
に
な
る
と
贅

沢
に
も
選
ん
で
行
く
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
石
坂
団
十
郎
さ
ま
の
チ

ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
。
彼
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
逃
せ
ま
せ
ん
。
理
由
は
「
か
っ

こ
い
い
か
ら
！
」（
ミ
ー
ハ
ー
で
す
）
。

演
奏
中
の
右
腕
か
ら
首
、
顎
に
か
け

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『第九の夕べ』チラシ

『KOBUDO―古武道―』チラシ

『みんなのうたコンサート』チラシ

て
の
ラ
イ
ン
が
美
し
い
の
。
胸
キ
ュ

ン
♡
　
　

　
開
演
20
分
前
に
会
場
に
到
着
す
る

と
、
何
と
も
心
地
の
良
い
空
気
が
漂

っ
て
い
ま
す
。
良
質
の
お
客
さ
ま
が

集
ま
っ
た
と
き
の
独
特
の
空
気
。
今

年
、
イ
タ
リ
ア
で
味
わ
っ
た
そ
れ
と

似
通
っ
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。
各
々

が
自
由
に
、
た
だ
音
楽
を
楽
し
み
に

や
っ
て
来
た
感
じ
。
静
け
さ
の
中
に

も
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
。
「
北
九
州
で
も
こ
の
空
気
を

味
わ
え
る
の
か
」
と
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
団
十
郎
さ
ま
の
演
奏
は
、

圧
倒
的
な
オ
ー
ラ
で
観
客
を
陶
酔
さ

せ
、
超
絶
技
巧
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
興

奮
を
あ
お
り
、
大
喝
采
を
浴
び
る
と

い
う
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
む
し
ろ
深
遠
な
知

性
に
あ
ふ
れ
た
佇
ま
い
で
、
聴
く
者

を
恍
惚
の
境
地
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
彼
の
お
顔
あ
っ
て

の
な
せ
る
技
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　
終
演
後
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
を
下
り
た

姿
も
、
ダ
ン
デ
ィ
で
エ
レ
ガ
ン
ト
で
。

お
写
真
、
毎
日
見
つ
め
る
だ
け
で
幸

せ
♡

石
坂
団
十
郎
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Storeの
アプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

き
ず
き 

み
な
み

ぜ
い

お
の
お
の

た
た
ず

こ
う
こ
つ

た
く

■Andoroid の場合
Play ストアの
アプリから

で検索、インストール!!かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

情
報
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立戸畑高等専修学校　学習発表会　第27回ファッションショー
Creation2016　～夢を形に～ 4㈰ 10:00 無　料 北九州市立戸畑高等専修学校

093（871）4794

九州工業大学工学部男声合唱団　メンネルコール　創部70周年記念演奏会 10㈯ 14:00 無　料 九州工業大学工学部男声合唱団　メンネルコール
080（2705）4896【樋口】

藤田卓也テノール・リサイタル
トゥーランドットより「誰も寝てはならぬ」ほか　オペラアリアやカンツォーネを演奏 11㈰ 15:00

S席 ￥3800　A席 ￥3000
U-25A席 ￥2000

（学生問わず25歳以下、要証明）
北九州労音

093（571）0227【松前】
※対象：小学生以上　※S席、U-25A席は労音事務局のみ取扱

北九州市少年少女合唱団　第42回定期演奏会 18㈰ 15:00 ￥1000 （公財）北九州市芸術文化振興財団 音楽事業課
093（663）6661※当日￥200増

オペレッタ「こうもり」公演のためのソリスト・オーディション（各パート）とエキシビション公演
参加申込みはFAXで。合唱参加者も受付けます。 20㈫ 19:00 無　料 北九州オペラプラザ

093（931）5037（TEL・FAX）【大塚】※オーディション参加料￥1000

PL北九州MBA　バトントワリング発表会 23㈮㈷ 13:30 無　料 PL北九州MBA
093（661）7650【川口】

Thunder Boys Jazz Or. 第38回定期演奏会 24㈯ 18:00 無　料
九州工業大学工学部軽音楽部

サンダーボーイズジャズオーケストラ
080（1907）6780【小池】

キャッキエラ　マンドリン　オーケストラ マンドリン演奏会
序曲　美しきガラテア、弦楽のための三楽章～トリプティーク～、組曲「降誕祭の夜」　ほか 25㈰ 14:00 ￥500 キャッキエラ　マンドリン　オーケストラ

090（5295）9065
森野由みさんを支援する会
080（9792）6268【中村】

森野由み　ソプラノリサイタル～詞心 UTA-GOKORO～
日本とドイツの「詞心」を、ピアノとヴィオラ、打楽器を交えてお届けします。 3㈯ 18:30 一般 ￥3000　会員 ￥2500

松本優哉［フルート］　後藤トモ子［ピアノ］　デュオリサイタル
エネスコ：カンタービレとプレスト、リスト：バラード第2番、フランク：ソナタ　ほか 11㈰ 14:00 一般 ￥2500　高校生以下 ￥1500 080（4277）9179【松本】

※当日各￥500増

チャリティ上映会 「ザ・テノール　真実の物語」 13㈫ 13:30
18:30 ￥1000 Bi・Yuプラン

090（5745）3207【河岸】
西南女学院大学・同短期大学部合唱部クール・ベルフィーユ　 
第37回定期演奏会　～熊本地震義援金コンサート～
指揮：竹田享司　ピアノ：植村和彦　曲目：ミサ・ブレヴィス、流浪の民、メリーポピンズ　ほか

18㈰ 18:00 無　料
西南女学院大学・同短期大学部合唱部

クール・ベルフィーユ
080（6442）7520【神品】

上村貴子　ソロコンサート
出演／藤松純子（Vl.）　中村ドラ（人形師）　スペシャルゲスト／元H2O 中沢けんじ 22㈭ 19:00 ￥2500 上村

ヴァイオリン・チェロ　ソロコンサート 28㈬ 13:10 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【吉田】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

戸畑光影会会員展
写真　約70点

1㈭～
4㈰

10:00～
17:00

無　料 戸畑光影会
093（652）0593【荒木】※4㈰は16:00まで

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

日　程 開演時間 会　場 演　題 入場料 問合せ先

5㈪

開演
13:30

開場（　　）13:00

講演会
13:40

映画「光射す空へ」
上映

15:20

門司市民会館 大ホール
（定員800人） 羽衣国際大学教授　にしゃんた

無　料
（先着順入場）

北九州市人権推進センター
人権文化推進課
093（562）5010

6㈫ 若松市民会館 大ホール
（定員800人）

「人の心に潜む差別」

「違いを楽しみ、力にかえる～多文化共生“新”時代 」

講談師・大阪芸術大学客員教授　旭堂南陵

7㈬
北九州市立大学 A-101教室

（定員500人）

「横田夫妻を見つめ続けて…めぐみさんを待つ2人の思い」
TBSテレビ報道局外信部　丹羽小百合
音響技師　田辺信道

黒崎ひびしん
ホール

大ホール
（定員800人）

「ソーシャル・インクルージョンってなに？～すべての人が参加する社会」
女優・戸板女子短期大学客員教授　菊池桃子

8㈭

北九州
国際会議場

メインホール
（定員500人）

「写真が語る、いのちのバトンリレー～さまざまな看取りの現場から」

「虐待が子どもに何をもたらすのか～社会的養護の場に生きる子どもたちの“今”」
写真家・ジャーナリスト　國森康弘

響ホール （定員500人） ノンフィクション作家　黒川祥子

9㈮ 戸畑市民会館
（ウェルとばた3階）

大ホール
（定員800人）

「男や女である前の、あなたと私であるために」
タレント・文筆家・株式会社オフィス彩所属　牧村朝子

9 かるかる 2016.December

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2016.12.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2016年
12月号表紙

「想い出を開いて。」

※11月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩5分　　「戸畑駅」徒歩5分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時戸畑

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

月

平成28年度 人権週間記念講演会　共通テーマ「私たちの暮らしと人権」

障



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

■
第
九
の
夕
べ

12
月
25
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）。九
州
交
響
楽
団
の
指
揮

に
川
瀬
賢
太
郎
を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
「
交
響
曲
第
９
番
」
を
合
唱
付

き
で
演
奏
。
出
演
は
ソ
プ
ラ
ノ
秦
茂

子
、
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
小
林
真
理
、

テ
ノ
ー
ル
笛
田
博
昭
、
バ
リ
ト
ン
原

尚
志
、
合
唱
は
北
九
州
市
民
フ
ロ
イ

デ
コ
ー
ル（
合
唱
指
揮
：
中
林
清
治
）
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
４
０
０

０
円
、
会
員
割
引
３
５
０
０
円
、
学

生
１
１
０
０
円
。
未
就
学
児
入
場
不

可
。
ま
た
、
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

に
は
北
九
州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に

て
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
１
７
」
を
開
催
。
詳
細
は
同
チ
ケ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
ま
で
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

０
９
２
（
８
２
３
）
０
１
０
１

■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞
み
ん
な

の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
〜
親
・
子
・
孫

３
世
代
に
お
く
る
歌
の
き
ず
な
〜

１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。「
み
ん
な
の
う
た
」の
名
曲
を
、

歌
と
当
時
の
貴
重
な
番
組
映
像
で
楽

し
め
る
。
歌
っ
て
踊
れ
る
参
加
型
コ

ー
ナ
ー
も
予
定
。
司
会
テ
ツand

ト

モ
。
出
演
は
城
南
海
、
冨
永
裕
輔
、

お
し
り
か
じ
り
虫
。
合
唱
で
は
黒
崎

中
央
小
学
校
も
参
加
。
一
般
３
０
０

０
円
、
友
の
会
２
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
５
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

※

未
就
学
児
１
名
ま
で
保
護
者
膝
上

無
料
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ―

古
武
道―

10th Anniversary Concert

２
月
３
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
６
Ｆ
）。古
川
展
生

（
チ
ェ
ロ
）
、
妹
尾
武
（
ピ
ア
ノ
）
、

藤
原
道
山
（
尺
八
）
に
よ
る
結
成
10

周
年
を
迎
え
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
。
曲
目
は
「
一
心
」
、「
そ
し
て
僕

ら
の
旅
は
続
く
」、「
愛
の
夢
」、「
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
８
番
『
悲
愴
』
第
２

楽
章
」、「
ジ
ム
ノ
ペ
テ
ィ
第
１
番
」

な
ど
を
予
定
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、

Ｓ
席
５
８
０
０
円
、
Ａ
席
４
８
０
０

円
、
Ｂ
席
３
８
０
０
円
。
障
害
者
手

帳
減
免
あ
り
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

　
久
し
ぶ
り
に
響
ホ
ー
ル
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。
若
い

こ
ろ
は
何
で
も
か
ん
で
も
聴
き
に
行

き
ま
し
た
が
、
こ
の
歳
に
な
る
と
贅

沢
に
も
選
ん
で
行
く
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
石
坂
団
十
郎
さ
ま
の
チ

ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
。
彼
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
逃
せ
ま
せ
ん
。
理
由
は
「
か
っ

こ
い
い
か
ら
！
」（
ミ
ー
ハ
ー
で
す
）
。

演
奏
中
の
右
腕
か
ら
首
、
顎
に
か
け

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『第九の夕べ』チラシ

『KOBUDO―古武道―』チラシ

『みんなのうたコンサート』チラシ

て
の
ラ
イ
ン
が
美
し
い
の
。
胸
キ
ュ

ン
♡
　
　

　
開
演
20
分
前
に
会
場
に
到
着
す
る

と
、
何
と
も
心
地
の
良
い
空
気
が
漂

っ
て
い
ま
す
。
良
質
の
お
客
さ
ま
が

集
ま
っ
た
と
き
の
独
特
の
空
気
。
今

年
、
イ
タ
リ
ア
で
味
わ
っ
た
そ
れ
と

似
通
っ
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。
各
々

が
自
由
に
、
た
だ
音
楽
を
楽
し
み
に

や
っ
て
来
た
感
じ
。
静
け
さ
の
中
に

も
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
。
「
北
九
州
で
も
こ
の
空
気
を

味
わ
え
る
の
か
」
と
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
団
十
郎
さ
ま
の
演
奏
は
、

圧
倒
的
な
オ
ー
ラ
で
観
客
を
陶
酔
さ

せ
、
超
絶
技
巧
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
興

奮
を
あ
お
り
、
大
喝
采
を
浴
び
る
と

い
う
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
む
し
ろ
深
遠
な
知

性
に
あ
ふ
れ
た
佇
ま
い
で
、
聴
く
者

を
恍
惚
の
境
地
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
彼
の
お
顔
あ
っ
て

の
な
せ
る
技
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　
終
演
後
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
を
下
り
た

姿
も
、
ダ
ン
デ
ィ
で
エ
レ
ガ
ン
ト
で
。

お
写
真
、
毎
日
見
つ
め
る
だ
け
で
幸

せ
♡

石
坂
団
十
郎
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Storeの
アプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

き
ず
き 

み
な
み

ぜ
い

お
の
お
の

た
た
ず

こ
う
こ
つ

た
く

■Andoroid の場合
Play ストアの
アプリから

で検索、インストール!!かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

情
報
コ
ー
ナ
ー
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北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Akane Ishii

　
11
月
号
に
引
き
続
き
、
「
メ
カ
ニ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
大
河
原
邦
男
展
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
今
回
は

特
に
、
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
に
つ

い
て
少
し
詳
し
い
お
話
を
。

　
11
月
５
日
か
ら
開
催
の
本
展
で
は
、

大
河
原
邦
男
が
こ
の
40
年
余
り
で
携

わ
っ
た
仕
事
の
数
々
を
振
り
返
っ
て

い
ま
す
が
、
主
な
展
示
品
は
次
の
三

つ
で
す
。「
企
画
資
料
」
に
「
設
定

資
料
」
、
そ
し
て
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作

に
関
心
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
前
者

二
つ
は
お
馴
染
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
「
企
画
資
料
」
は
、
作
品
を

制
作
す
る
た
め
の
説
得
材
料
と
し
て

の
「
企
画
書
」
に
付
随
す
る
も
の
で

す
。
大
河
原
は
多
く
の
作
品
で
、
こ

の
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ
プ
ト
段
階
か
ら
、

世
界
観
の
核
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
メ

カ
ニ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
、
こ
の

企
画
検
討
用
の
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ

は
ア
ニ
メ
本
編
で
最
終
的
に
採
用
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
異
な
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ア
ニ
メ
本
編
を
見
慣
れ
た

方
は
そ
の
違
い
か
ら
得
る
「
少
し
の

違
和
感
」
を
、
作
品
に
馴
染
み
の
な

い
方
に
は
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
コ
ン

セ
プ
ト
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
か
と

い
う
「
推
理
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
本
展
で

は
制
作
開
始
に
至
ら
な
か
っ
た
企
画

資
料
も
公
開
。
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
な
の
で
、

ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

　
次
に「
設
定
資
料
」。こ
れ
は
ア
ニ

メ
本
編
で
使
用
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
一
般
的
な
作
品
で
は
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
が
参
照
す
る
た
め
に
、
人

物
か
ら
小
物
ま
で
一
つ
一
つ
の
モ
ノ

に
設
定
資
料
が
作
ら
れ
ま
す
。
大
河

原
が
担
当
し
た
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
設
定

資
料
は
多
視
点
か
ら
見
た
図
に
加
え
、

メ
カ
が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
示
し
た

展
開
図
、
さ
ら
に
メ
カ
内
部
の
機
械

構
造
を
描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、

精
緻
を
極
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
ア
ニ
メ
制
作

に
直
結
す
る
展
示
品
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
多
少
異
な
っ
た

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
の
が
「
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
作
品
群
で
す
。

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』（
１
９
７
９

〜
80
年
）
に
始
ま
る
ガ
ン
ダ
ム
ブ
ー

ム
の
中
で
、
劇
場
版
の
ポ
ス
タ
ー
や

特
集
雑
誌
の
た
め
の
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス

ト
を
多
数
制
作
。
以
降
、
携
わ
っ
た

作
品
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
ア
ニ
メ
の
絵
を
イ
ラ
ス
ト
に
起
こ

す
、
と
い
う
単
調
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
鋼
鉄
の
堅
さ
、
重
さ
、
冷

た
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
リ
ア
ル
」
、

そ
し
て
映
像
と
は
異
な
る
独
自
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
や
質
感
を
ロ
ボ
ッ
ト

（
顕
著
な
の
が
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
』
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
）
に
与
え
た
、

無
二
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
上
げ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
現

化
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に

新
し
い
価
値
を
加
え
る
。
展
示
作
品

か
ら
は
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

大
河
原
邦
男
の
偉
業
が
は
っ
き
り
と

見
え
て
く
る
の
で
す
。

『科学忍者隊ガッチャマン』1972年　©タツノコプロ

『ゴワッパー５ゴーダム』1976年　©タツノコプロ

『太陽の勇者ファイバード』
1991年　©サンライズ

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム 企画展示室（あるあるCity5F）
【開催期間】11月5日（土）～2017年1月15日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）

【入館料】一般800円　中高生400円　小学生200円
【常設展とのセット券】　
一般1000円　中高生500円　小学生250円　※小学生未満無料

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

メカニックデザイナー 大河原邦男展

メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
仕
事

な

　じ

お
お  

か  

わ
ら 

く
に  

お

7 CulCul  2016. December

　
読
者
が
選
ぶ
翻
訳
海
外
マ
ン
ガ
ア

ワ
ー
ド
「
ガ
イ
マ
ン
賞
」
。「
ガ
イ
マ

ン
賞
」
と
は
、
日
本
国
内
で
１
年
間

に
発
売
さ
れ
た
海
外
マ
ン
ガ
（
ガ
イ

マ
ン
）
の
邦
訳
本
を
読
者
の
投
票
に

よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
も
の
で
す
。

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
注
目
さ
れ
る
こ

と
の
少
な
い
ガ
イ
マ
ン
の
魅
力
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
て
２
０
１
２
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
５
回
目
の
節
目
を
迎
え
る

こ
の
賞
で
す
が
、
開
始
当
時
は
マ
イ

ナ
ー
で
珍
し
か
っ
た
ガ
イ
マ
ン
も
、

徐
々
に
出
版
数
も
増
え
、
紙
媒
体
に

加
え
、
電
子
書
籍
で
も
出
版
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

当
初
は
65
作
品
だ
っ
た
ノ
ミ
ネ
ー
ト

数
も
年
々
増
加
。
今
年
は
過
去
最
多

の
１
７
９
作
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。
最
近
の
出
版
作
品
を
見
て
い

る
と
、
同
年
度
に
映
画
が
放
映
さ
れ

た
シ
リ
ー
ズ
が
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い

る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
同
時
平
行
的
に
多
彩
な
媒
体

で
作
品
を
発
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
戦
略
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
度
は

『
バ
ッ
ト
マ
ン
』
や『
ア
ベ
ン
ジ
ャ

ー
ズ
』
。
今
年
度
は
『
デ
ッ
ド
プ
ー

ル
』
が
人
気
で
し
ょ
う
か
？
　
映
画

の
大
ヒ
ッ
ト
を
受
け
、
北
九
州
で
も

徐
々
に
ガ
イ
マ
ン
を
取
り
扱
う
書
店

も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
な
ん

と
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

 

さ
て
、
今
年
度
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作

品
の
特
徴
と
し
て
は
日
本
マ
ン
ガ
の

影
響
を
受
け
て
描
か
れ
た
作
品
が
増

え
て
い
る
こ
と
。
海
外
マ
ン
ガ
を
読

む
と
、
コ
マ
割
り
や
出
版
形
態
（
版

型
や
彩
色
）
が
独
特
で
、
日
本
マ
ン

ガ
に
慣
れ
た
私
た
ち
に
は
読
み
づ
ら

い
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な

壁
を
感
じ
な
い
「
日
本
ス
タ
イ
ル
の

ガ
イ
マ
ン
」
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
『
ラ
ス
ト
マ
ン
』
は
、

バ
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ

ヴ
ェ
ス
、
ミ
カ
エ
ル
・
サ
ン
ラ
ヴ
ィ

ル
の
３
人
か
ら
な
る
若
手
作
家
ユ
ニ

ッ
ト
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
バ
ト
ル
・

ア
ク
シ
ョ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
さ

れ
た
本
作
の
着
想
は
集
英
社
の
人
気

マ
ン
ガ『
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ-

ナ
ル
ト-

』

や
『
バ
ク
マ
ン
。
』
か
ら
得
て
い
る

そ
う
。
Ｂ
Ｄ
（
バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
）

の
お
し
ゃ
れ
な
画
風
は
そ
の
ま
ま
に
、

背
景
を
簡
略
化
し
た
り
、
コ
マ
割
り

を
複
雑
に
し
た
り
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

出
す
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
写
実
的
で

肉
感
的
な
ヒ
ー
ロ
ー
が
描
か
れ
る
ア

メ
コ
ミ
の
世
界
で
も
、
柔
ら
か
い
線

で
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ
た
イ

ラ
ス
ト
の
作
品
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も
日
本
の
「
カ
ワ
イ
イ
」
文

化
が
浸
透
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
韓
国
で
出
版
さ
れ
た
ユ

ン
・
テ
ホ
作
の
『
未
生
』
と
い
う
作

品
は
、
先
に
韓
流
ド
ラ
マ
と
し
て
韓

国
で
メ
デ
ィ
ア
化
さ
れ
た
後
、
今
年

の
７
月
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で

『
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
〜
期
待
ゼ
ロ
の
新
入
社

員
〜
』
と
し
て
日
本
で
リ
メ
イ
ク
放

送
さ
れ
た
異
色
作
。
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
原

作
が
ガ
イ
マ
ン
だ
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

 

そ
の
他
に
も
今
年
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

作
品
の
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
や
、
絵
本
で

大
人
気
の「
バ
ー
バ
パ
パ
シ
リ
ー
ズ
」

の
コ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
い
つ
も
よ
り
親

し
み
や
す
い
作
品
が
た
く
さ
ん
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ガ
イ
マ
ン
賞
の
投
票
は
11
月
30
日

ま
で
！
　
当
館
で
は
電
子
書
籍
を
除

く
全
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
を
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た
好
み
の

１
冊
を
見
つ
け
て
、
ぜ
ひ
投
票
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

「ガイマン賞2016」展示風景

「ガイマン賞2016」メインビジュアル

『LASTMAN』表紙　©Casterman

田　中　千　尋 Chihiro Tanaka北九州市漫画ミュージアム　図書担当

ガイマン賞２０１６開催中 ！

ガイマン賞2016
ガイマン賞の詳細はホームページで確認できます
http://www.gaiman.jp/

Information

【開館時間】午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400(320)円　中高生200(160)円　小学生100(80)円　
※小学生未満無料
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512)5077
http://www.ktqmm.jp/

ミ 

セ
ン
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11
月
号
に
引
き
続
き
、
「
メ
カ
ニ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
大
河
原
邦
男
展
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
今
回
は

特
に
、
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
に
つ

い
て
少
し
詳
し
い
お
話
を
。

　
11
月
５
日
か
ら
開
催
の
本
展
で
は
、

大
河
原
邦
男
が
こ
の
40
年
余
り
で
携

わ
っ
た
仕
事
の
数
々
を
振
り
返
っ
て

い
ま
す
が
、
主
な
展
示
品
は
次
の
三

つ
で
す
。「
企
画
資
料
」
に
「
設
定

資
料
」
、
そ
し
て
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作

に
関
心
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
前
者

二
つ
は
お
馴
染
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
「
企
画
資
料
」
は
、
作
品
を

制
作
す
る
た
め
の
説
得
材
料
と
し
て

の
「
企
画
書
」
に
付
随
す
る
も
の
で

す
。
大
河
原
は
多
く
の
作
品
で
、
こ

の
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ
プ
ト
段
階
か
ら
、

世
界
観
の
核
と
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
メ

カ
ニ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
、
こ
の

企
画
検
討
用
の
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ

は
ア
ニ
メ
本
編
で
最
終
的
に
採
用
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
異
な
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ア
ニ
メ
本
編
を
見
慣
れ
た

方
は
そ
の
違
い
か
ら
得
る
「
少
し
の

違
和
感
」
を
、
作
品
に
馴
染
み
の
な

い
方
に
は
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
コ
ン

セ
プ
ト
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
か
と

い
う
「
推
理
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
本
展
で

は
制
作
開
始
に
至
ら
な
か
っ
た
企
画

資
料
も
公
開
。
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
な
の
で
、

ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

　
次
に「
設
定
資
料
」。こ
れ
は
ア
ニ

メ
本
編
で
使
用
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
一
般
的
な
作
品
で
は
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
が
参
照
す
る
た
め
に
、
人

物
か
ら
小
物
ま
で
一
つ
一
つ
の
モ
ノ

に
設
定
資
料
が
作
ら
れ
ま
す
。
大
河

原
が
担
当
し
た
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
設
定

資
料
は
多
視
点
か
ら
見
た
図
に
加
え
、

メ
カ
が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
示
し
た

展
開
図
、
さ
ら
に
メ
カ
内
部
の
機
械

構
造
を
描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、

精
緻
を
極
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
ア
ニ
メ
制
作

に
直
結
す
る
展
示
品
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
多
少
異
な
っ
た

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
の
が
「
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
作
品
群
で
す
。

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』（
１
９
７
９

〜
80
年
）
に
始
ま
る
ガ
ン
ダ
ム
ブ
ー

ム
の
中
で
、
劇
場
版
の
ポ
ス
タ
ー
や

特
集
雑
誌
の
た
め
の
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス

ト
を
多
数
制
作
。
以
降
、
携
わ
っ
た

作
品
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
ア
ニ
メ
の
絵
を
イ
ラ
ス
ト
に
起
こ

す
、
と
い
う
単
調
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
鋼
鉄
の
堅
さ
、
重
さ
、
冷

た
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
リ
ア
ル
」
、

そ
し
て
映
像
と
は
異
な
る
独
自
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
や
質
感
を
ロ
ボ
ッ
ト

（
顕
著
な
の
が
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
』
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
）
に
与
え
た
、

無
二
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
上
げ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
現

化
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に

新
し
い
価
値
を
加
え
る
。
展
示
作
品

か
ら
は
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

大
河
原
邦
男
の
偉
業
が
は
っ
き
り
と

見
え
て
く
る
の
で
す
。

『科学忍者隊ガッチャマン』1972年　©タツノコプロ

『ゴワッパー５ゴーダム』1976年　©タツノコプロ

『太陽の勇者ファイバード』
1991年　©サンライズ

Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム 企画展示室（あるあるCity5F）
【開催期間】11月5日（土）～2017年1月15日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】火曜日（12月27日・1月3日は開館）
年末年始（12月31日～1月2日）

【入館料】一般800円　中高生400円　小学生200円
【常設展とのセット券】　
一般1000円　中高生500円　小学生250円　※小学生未満無料

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

メカニックデザイナー 大河原邦男展

メ
カ
ニ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
仕
事

な
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今
年
４
月
下
旬
の
人
事
異
動
で
当

記
念
館
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
、
早
く

も
半
年
が
た
っ
た
。
慣
れ
な
い
業
務

に
必
死
の
毎
日
だ
が
、
時
折
来
館
者

に
ま
ぎ
れ
て
館
内
を
散
策
し
て
い
る
。

 

当
館
に
は
松
本
清
張
に
関
係
す
る

た
く
さ
ん
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
で
そ
れ
ら
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
一
番
大
き
く
、

見
る
者
の
目
を
引
く
の
は
、
や
は
り

松
本
清
張
の
家
（
再
現
家
屋
）
で
あ

ろ
う
。

 

こ
れ
は
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
に

あ
っ
た
清
張
の
自
宅
の
う
ち
、
お
よ

そ
３
分
の
１
を
占
め
る
仕
事
場
部
分

を
館
内
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

屋
根
や
壁
な
ど
と
い
っ
た
建
物
の
構

造
自
体
は
、
実
物
を
模
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
内
部
に
あ
る
も

の
は
家
具
や
調
度
品
を
は
じ
め
、
膨

大
な
量
の
蔵
書
や
机
上
の
文
房
具
に

至
る
ま
で
、
す
べ
て
本
物
で
あ
る
。

清
張
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
か

ら
亡
く
な
る
92
（
平
成
４
）
年
ま
で
、

こ
の
家
で
暮
ら
し
た
。

　
私
は
資
料
の
確
認
や
営
繕
作
業
の

立
会
い
な
ど
で
、
こ
の
再
現
家
屋
の

中
に
入
る
機
会
が
何
度
か
あ
っ
た
。

普
段
は
外
か
ら
窓
越
し
に
室
内
を
の

ぞ
き
込
む
形
だ
が
、
こ
の
と
き
は
実

際
に
「
お
じ
ゃ
ま
す
る
」
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
内
部
に
つ
い
て
少
し
紹

介
し
た
い
。

 

玄
関
は
純
和
風
な
構
え
だ
が
、
そ

の
す
ぐ
脇
の
応
接
室
は
、
赤
い
カ
ー

ペ
ッ
ト
に
革
張
り
の
ソ
フ
ァ
、
石
造

り
の
暖
炉
と
い
っ
た
よ
う
に
洋
風
の

造
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
応
接

室
の
中
に
も
、
清
張
自
身
が
求
め
た

り
周
囲
か
ら
贈
ら
れ
た
り
で
、
時
と

と
も
に
増
え
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る

清
張
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
並
ん
で
い

る
。
例
え
ば
武
士
の
甲
冑
や
江
戸
時

代
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
高
札
、
中

国
風
の
絵
が
描
か
れ
た
金
庫
や
仏
教

の
塔
婆
と
い
っ
た
品
々
で
あ
る
。
そ

の
た
め
部
屋
全
体
で
見
る
と
、
多
彩

な
文
化
様
式
が
折
衷
さ
れ
た
よ
う
な

雰
囲
気
の
応
接
室
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
清
張
は
来
客
と
歓
談
し
た
り
、

担
当
編
集
者
ら
と
原
稿
の
受
け
渡
し

や
打
ち
合
せ
を
行
っ
た
り
し
て
い
た

そ
う
だ
。

 

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
が
こ
の
応
接
室
に
実
際
に
入

っ
て
み
て
感
じ
た
の
は
「
狭
い
」
と

い
う
こ
と
だ
。
決
し
て
間
取
り
が
狭

小
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
ソ
フ
ァ
と
テ
ー
ブ
ル
と
の
間
や
、

棚
や
空
調
機
の
角
な
ど
は
、
そ
れ
ほ

ど
大
柄
で
な
い
私
で
も
、
不
用
意
に

歩
く
と
体
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
そ
う

な
感
覚
が
し
た
。

 

少
し
話
が
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
私

は
最
近
各
地
の
博
物
館
や
資
料
館
で
、

偶
然
に
も
「
明
治
の
○
○
」
や
「
昭

和
の
△
△
」
と
い
っ
た
再
現
展
示
を

体
験
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
た
。
そ

こ
で
も
や
は
り
現
代
の
感
覚
か
ら
す

る
と
「
小
さ
い
」
と
感
じ
る
も
の
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
建
物
で
も

乗
り
物
で
も
道
具
で
も
、
そ
の
当
時

の
日
本
人
の
体
格
や
生
活
事
情
に
合

わ
せ
た
規
格
で
作
ら
れ
て
い
た
た
め
、

概
し
て
昔
の
日
本
の
モ
ノ
は
小
さ
か

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 

し
か
し
私
が
感
じ
た
清
張
の
応
接

室
の
「
狭
さ
」
の
要
因
は
、
こ
う
い

っ
た
物
理
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い

気
が
す
る
。
自
分
が
い
ま
「
偉
大
な

作
家 

松
本
清
張
の
応
接
室
」
に
い

る
の
だ
と
い
っ
た
事
実
も
、
心
理
的

な
重
圧
感
と
な
っ
て
そ
の
「
狭
さ
」

を
助
長
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

担
当
編
集
者
が
ま
だ
新
人
の
こ
ろ
を

回
想
し
、
こ
の
応
接
室
で
清
張
と
対

面
し
た
際
の
緊
張
感
を
語
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
察
す
る
の
も
難
し
く
な

い
よ
う
な
気
が
し
た
。
私
は
学
生
時

代
に
考
古
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
「
遺
さ
れ
た

モ
ノ
か
ら
、
そ
れ
を
作
っ
た
人
や
使

っ
た
人
、
そ
し
て
そ
の
暮
ら
し
や
営

み
に
思
い
を
馳
せ
る
」
と
い
う
癖
が

出
て
し
ま
う
の
だ
。

 

再
現
家
屋
内
に
は
応
接
室
の
他
に

も
、
今
回
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
２

階
の
書
斎
や
、
迷
路
の
よ
う
に
入
り

組
ん
だ
書
庫
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

「
思
索
と
創
作
の
城
」
と
呼
ば
れ
、

清
張
が
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
没

頭
し
た
仕
事
場
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
来
館
の
上
、
の
ぞ
き
込
ん
で

「
何
か
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

清張の応接室

松本清張

文芸
hiroba 下　澤　　聡　

北九州市立松本清張記念館　事務局 企画係主任
Satoshi Shimozawa

清張アラカルト

松
本
清
張
の
応
接
室

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）
【休館日】
年末（12月29日～31日）

【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information
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11
月
号
に
続
き
、
現
在
開
催
中
の

「
見
立
て
の
手
法
」
展
を
紹
介
し
ま

す
。
彫
刻
家
・
岡
崎
和
郎
は
今
年
86

歳
を
迎
え
、
な
お
現
役
で
制
作
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
半

世
紀
以
上
に
わ
た
る
活
動
の
中
か
ら

「
見
立
て
」
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
岡

崎
和
郎
の
作
品
と
、
岡
崎
に
「
見
立

て
」
ら
れ
た
26
名
の
人
物
に
よ
る
作

品
や
資
料
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今

号
で
は
、
出
品
作
品
の
中
か
ら
「
調

和
」「
平
和
」を
テ
ー
マ
と
し
た
数

例
を
解
説
し
ま
す
。

宇
宙
の
無
限
を
か
た
ち
に
す
る

　
抽
象
画
の
巨
匠
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

水
平
と
垂
直
の
直
線
の
み
に
よ
っ
て

分
割
し
た
画
面
に
、
赤
・
青
・
黄
の

３
原
色
の
色
面
を
重
ね
る
こ
と
で
純

粋
な
絵
画
を
目
指
し
、
普
遍
的
、
絶

対
的
、
究
極
的
な
「
宇
宙
の
調
和
」

の
表
現
に
挑
み
ま
し
た
（
図
１
）
。

　
岡
崎
は
こ
の
絵
画
を
球
体
に
作
図

し
直
す
こ
と
で
、
面
と
線
が
そ
れ
ぞ

れ
つ
な
が
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た

（
図
２
）
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
球

体
は
配
置
の
向
き
に
よ
っ
て
多
様
な

表
情
が
生
ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
絵
画

は
「
画
枠
（
フ
レ
ー
ム
）
」
か
ら
解

放
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
て
が
正
面
と

な
り
、
「
宇
宙
の
果
て
」
ま
で
も
が

岡
崎
流
に
解
消
さ
れ
た
の
で
す
。

戦
争
の
記
憶
、
光
と
影

　
広
島
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
。
岡
崎

は
そ
の
瞬
間
を
隣
県
岡
山
で
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
20
年
後
、
井
伏
鱒
二
の

小
説
『
黒
い
雨
』
発
表
と
同
じ
１
９

６
５
年
か
ら
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た

制
作
を
始
め
、
戦
後
50
年
に
あ
た
る

95
年
よ
り
、
壁
に
し
た
た
る
黒
い
雨

（
図
３
）
を
モ
チ
ー
フ
と
し
始
め
ま

す
。
ま
た
「
電
球
」
は
、
岡
崎
に
と

っ
て
脳
裏
に
強
く
焼
き
付
い
た
「
光

の
記
憶
」
で
す
。
少
年
時
代
、
空
襲

回
避
の
た
め
窓
か
ら
光
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
保
護
さ
れ
た
家
の
中
に
は
、

吊
る
さ
れ
た
１
本
の
裸
電
球
。
の
ち

に
こ
の
原
体
験
は
、
原
爆
投
下
を
題

材
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
に
反
映
さ
れ
ま

し
た
（
図
４
）
。
白
と
黒
の
関
係
は

反
転
さ
れ
、
強
烈
な
熱
線
で
歪
ん
だ

球
体
に
涙
の
よ
う
な
白
い
雨
が
し
た

た
っ
て
い
ま
す
。

天
災
を
直
視
せ
よ

　
そ
し
て
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
。
岡
崎
は
「
冨

嶽
三
十
六
景
」
の
一
つ
《
神
奈
川
沖

浪
裏
》
に
着
目
し
、
北
斎
が
描
い
た

大
波
と
太
平
洋
岸
を
襲
っ
た
津
波
の

イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ま
し
た
（
図
５
）
。

そ
し
て
、
多
く
の
被
災
者
が
語
っ
た

「
黒
い
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
」
と

い
う
証
言
に
基
づ
い
て
、
画
中
の
大

波
を
「
襲
い
か
か
る
怪
獣
」
に
見
立

て
、
舟
や
空
を
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
ま

し
た
。
見
え
な
い
「
影
」
は
底
知
れ

ぬ
脅
威
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
負
の
想

像
力
を
も
喚
起
し
ま
す
。
こ
の
試
み

を
き
っ
か
け
に
、
部
分
を
消
し
去
る

絵
画
「
消
し
絵
」
シ
リ
ー
ズ
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

さ
い
ご
に

　
会
場
で
は
岡
崎
作
品
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
、
コ
ー
ネ
ル
、
ヨ
ー

ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
、
河
原
温
、
ジ
ャ
ス

パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
現
代
ア
ー
ト

の
巨
匠
た
ち
の
作
品
（
本
物
！
）
を

並
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
代
ア
ー

ト
入
門
と
し
て
も
オ
ス
ス
メ
の
企
画

で
す
。
ほ
か
、
古
く
は
宮
本
武
蔵
の

掛
け
軸
や
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
も
展

示
し
ま
す
（
こ
れ
も
本
物
！
）
。

　
岡
崎
に
よ
る
思
い
が
け
な
い
「
見

立
て
」
を
ヒ
ン
ト
に
自
身
の
世
界
観

を
広
げ
、
古
今
東
西
の
ア
ー
ト
や
文

化
に
幅
広
く
触
れ
る
機
会
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
現
代
ア
ー
ト
入
門

　「
見
立
て
」
の
視
点
と
魅
力

図２　岡崎和郎《P.M.ボール》2005年　
個人蔵

図４　岡崎和郎
《刻まれた雨　ライトフルーツ》
2001年　個人蔵

図３　黒い雨のあとが残った白壁 
1945年 広島平和記念資料館蔵

（寄贈者：八島秋次郎）※写真展示

図１　ピート・モンドリアン《10枚の
シルクスクリーンのポートフォリオ》より 
1967年　北九州市立美術館蔵

図５　岡崎和郎《〈消し絵〉冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏》
2013年　個人蔵

美術
hiroba 那　須　孝　幸

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸係長

Takayuki Nasu

Information
見立ての手法―岡崎和郎　Who’s Who

【会場】北九州市立美術館 分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】11月19日（土）～2017年1月15日（日）※会期中無休
ただし12月29日（木）～1月1日（日・祝）は休館

【開館時間】午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000（800）円　高大生600（400）円　
小中生400（300）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】093(562)3215

つ
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今
年
４
月
下
旬
の
人
事
異
動
で
当

記
念
館
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
、
早
く

も
半
年
が
た
っ
た
。
慣
れ
な
い
業
務

に
必
死
の
毎
日
だ
が
、
時
折
来
館
者

に
ま
ぎ
れ
て
館
内
を
散
策
し
て
い
る
。

 

当
館
に
は
松
本
清
張
に
関
係
す
る

た
く
さ
ん
の
資
料
が
収
蔵
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
で
そ
れ
ら
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
一
番
大
き
く
、

見
る
者
の
目
を
引
く
の
は
、
や
は
り

松
本
清
張
の
家
（
再
現
家
屋
）
で
あ

ろ
う
。

 

こ
れ
は
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
に

あ
っ
た
清
張
の
自
宅
の
う
ち
、
お
よ

そ
３
分
の
１
を
占
め
る
仕
事
場
部
分

を
館
内
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

屋
根
や
壁
な
ど
と
い
っ
た
建
物
の
構

造
自
体
は
、
実
物
を
模
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
内
部
に
あ
る
も

の
は
家
具
や
調
度
品
を
は
じ
め
、
膨

大
な
量
の
蔵
書
や
机
上
の
文
房
具
に

至
る
ま
で
、
す
べ
て
本
物
で
あ
る
。

清
張
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
か

ら
亡
く
な
る
92
（
平
成
４
）
年
ま
で
、

こ
の
家
で
暮
ら
し
た
。

　
私
は
資
料
の
確
認
や
営
繕
作
業
の

立
会
い
な
ど
で
、
こ
の
再
現
家
屋
の

中
に
入
る
機
会
が
何
度
か
あ
っ
た
。

普
段
は
外
か
ら
窓
越
し
に
室
内
を
の

ぞ
き
込
む
形
だ
が
、
こ
の
と
き
は
実

際
に
「
お
じ
ゃ
ま
す
る
」
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
内
部
に
つ
い
て
少
し
紹

介
し
た
い
。

 

玄
関
は
純
和
風
な
構
え
だ
が
、
そ

の
す
ぐ
脇
の
応
接
室
は
、
赤
い
カ
ー

ペ
ッ
ト
に
革
張
り
の
ソ
フ
ァ
、
石
造

り
の
暖
炉
と
い
っ
た
よ
う
に
洋
風
の

造
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
応
接

室
の
中
に
も
、
清
張
自
身
が
求
め
た

り
周
囲
か
ら
贈
ら
れ
た
り
で
、
時
と

と
も
に
増
え
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る

清
張
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
並
ん
で
い

る
。
例
え
ば
武
士
の
甲
冑
や
江
戸
時

代
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
高
札
、
中

国
風
の
絵
が
描
か
れ
た
金
庫
や
仏
教

の
塔
婆
と
い
っ
た
品
々
で
あ
る
。
そ

の
た
め
部
屋
全
体
で
見
る
と
、
多
彩

な
文
化
様
式
が
折
衷
さ
れ
た
よ
う
な

雰
囲
気
の
応
接
室
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
清
張
は
来
客
と
歓
談
し
た
り
、

担
当
編
集
者
ら
と
原
稿
の
受
け
渡
し

や
打
ち
合
せ
を
行
っ
た
り
し
て
い
た

そ
う
だ
。

 

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
が
こ
の
応
接
室
に
実
際
に
入

っ
て
み
て
感
じ
た
の
は
「
狭
い
」
と

い
う
こ
と
だ
。
決
し
て
間
取
り
が
狭

小
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
ソ
フ
ァ
と
テ
ー
ブ
ル
と
の
間
や
、

棚
や
空
調
機
の
角
な
ど
は
、
そ
れ
ほ

ど
大
柄
で
な
い
私
で
も
、
不
用
意
に

歩
く
と
体
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
そ
う

な
感
覚
が
し
た
。

 

少
し
話
が
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
私

は
最
近
各
地
の
博
物
館
や
資
料
館
で
、

偶
然
に
も
「
明
治
の
○
○
」
や
「
昭

和
の
△
△
」
と
い
っ
た
再
現
展
示
を

体
験
す
る
こ
と
が
続
い
て
い
た
。
そ

こ
で
も
や
は
り
現
代
の
感
覚
か
ら
す

る
と
「
小
さ
い
」
と
感
じ
る
も
の
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
建
物
で
も

乗
り
物
で
も
道
具
で
も
、
そ
の
当
時

の
日
本
人
の
体
格
や
生
活
事
情
に
合

わ
せ
た
規
格
で
作
ら
れ
て
い
た
た
め
、

概
し
て
昔
の
日
本
の
モ
ノ
は
小
さ
か

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 

し
か
し
私
が
感
じ
た
清
張
の
応
接

室
の
「
狭
さ
」
の
要
因
は
、
こ
う
い

っ
た
物
理
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い

気
が
す
る
。
自
分
が
い
ま
「
偉
大
な

作
家 

松
本
清
張
の
応
接
室
」
に
い

る
の
だ
と
い
っ
た
事
実
も
、
心
理
的

な
重
圧
感
と
な
っ
て
そ
の
「
狭
さ
」

を
助
長
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

担
当
編
集
者
が
ま
だ
新
人
の
こ
ろ
を

回
想
し
、
こ
の
応
接
室
で
清
張
と
対

面
し
た
際
の
緊
張
感
を
語
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
察
す
る
の
も
難
し
く
な

い
よ
う
な
気
が
し
た
。
私
は
学
生
時

代
に
考
古
学
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
「
遺
さ
れ
た

モ
ノ
か
ら
、
そ
れ
を
作
っ
た
人
や
使

っ
た
人
、
そ
し
て
そ
の
暮
ら
し
や
営

み
に
思
い
を
馳
せ
る
」
と
い
う
癖
が

出
て
し
ま
う
の
だ
。

 

再
現
家
屋
内
に
は
応
接
室
の
他
に

も
、
今
回
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
２

階
の
書
斎
や
、
迷
路
の
よ
う
に
入
り

組
ん
だ
書
庫
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

「
思
索
と
創
作
の
城
」
と
呼
ば
れ
、

清
張
が
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
没

頭
し
た
仕
事
場
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
来
館
の
上
、
の
ぞ
き
込
ん
で

「
何
か
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

清張の応接室

松本清張

文芸
hiroba 下　澤　　聡　

北九州市立松本清張記念館　事務局 企画係主任
Satoshi Shimozawa

清張アラカルト

松
本
清
張
の
応
接
室

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前９時30分～午後６時

（入館は午後５時30分まで）
【休館日】
年末（12月29日～31日）

【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information

と
う 

ば

こ
う
さ
つ

の
こ

は
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資
料
で
は
伝
わ
ら
な
い
当
時
の
歴
史

や
人
の
思
い
が
物
語
に

　
北
九
州
市
内
に
長
年
暮
ら
し
て
き

た
お
年
寄
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

一
人
一
人
の
往
時
の
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
。
そ
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
演
劇
的
に
脚

色
し
戯
曲
に
仕
上
げ
舞
台
化
す
る
事

業「Re

：
北
九
州
の
記
憶
」が
５
年

目
を
迎
え
た
。
核
家
族
化
や
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ
り
、
市

井
の
人
々
の
記
憶
が
子
や
孫
に
語
り

継
が
れ
る
機
会
が
減
る
中
、
劇
場
な

ら
で
は
の
手
法
で
、
こ
の
街
に
生
き

る
「
人
の
記
憶
」
を
演
劇
作
品
と
し

て
上
演
す
る
こ
と
で
、「
街
の
記
憶
」

と
し
て
継
承
し
よ
う
と
い
う
事
業
だ
。

　
昨
年
度
ま
で
に
42
名
か
ら
伺
っ
た

話
か
ら
44
作
品
が
生
ま
れ
て
お
り
、

戯
曲
集
は
市
内
の
図
書
館
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年
度
は
、

福
岡
・
熊
本
な
ど
九
州
を
拠
点
に
活

躍
す
る
５
人
の
劇
作
家
が
、
市
内
に

住
む
76
歳
〜
84
歳
ま
で
の
男
女
７
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
戦
時
中
、
満
州
へ
開
拓
団
と
し
て

移
住
し
田
畑
を
耕
し
て
い
た
人
々
の

話
、
終
戦
日
に
母
と
娘
が
川
へ
洗
濯

に
行
っ
た
話
、
戦
後
、
子
ど
も
と
女

中
が
戸
畑
へ
映
画
を
見
に
行
っ
た
話
、

門
司
の
喫
茶
店
で
繰
り
広
げ
る
ヤ
ン

キ
ー
の
恋
の
話
、
葬
儀
で
弔
辞
を
読

む
話
な
ど
八
つ
の
物
語
が
、
馴
染
み

深
い
地
元
の
名
所
や
当
時
の
面
影
と

と
も
に
舞
台
の
上
で
甦
る
。

　
何
気
な
い
家
族
の
会
話
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
思
い

出
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
71
年
を
迎

え
、
「
こ
れ
ま
で
に
話
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
」
と
戦
時
中
の
苦
し
い
記

憶
も
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
語
っ
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
作
家
た
ち
は
、

書
く
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
内
容

も
、
何
を
ど
う
選
び
、
ど
う
向
き
合

っ
て
書
き
進
め
て
い
く
の
か
を
自
分

に
問
う
作
業
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
話
す
こ
と

も
な
く
、
心
の
中
に
留
め
て
い
る
記

憶
た
ち
、
消
え
去
っ
て
し
ま
う
記
憶

た
ち
が
、
作
家
の
心
と
筆
を
通
し
、

誰
も
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
戯
曲
に

具
現
化
す
る
。
そ
の
戯
曲
を
読
ん
だ

と
き
、
舞
台
に
な
っ
た
と
き
、
歴
史

に
は
残
ら
な
い
個
人
の
さ
さ
や
か
な

思
い
出
や
感
情
が
作
品
に
表
れ
る
こ

と
で
、
資
料
で
は
決
し
て
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
当
時
の
歴
史
や
街

の
雰
囲
気
、
匂
い
な
ど
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
５
年
。
鮮
や
か
に

甦
っ
て
き
た
、
こ
の
街
を
生
き
る
人

々
の
さ
ま
ざ
ま
な
〝
記
憶
〞
に
思
い

を
馳
せ
て
ほ
し
い
。

北九州芸術劇場44

北九州芸術劇場＋市民共同創作劇 「Re：北九州の記憶」
鬼　木　身　和宣伝営業課　広報係 Miwa Oniki

戯曲集

インタビューの様子

平成25年度舞台写真　撮影：藤本彦

平成27年度舞台写真　撮影：藤本彦

せ
い

し

な
　じ

よ
み
が
え

は
北九州芸術劇場＋市民共同創作劇

「Re：北九州の記憶」

Information

【日程】2017年1月13日（金）・14日（土）・15日（日）
各日午後２時開演

【会場】北九州芸術劇場 小劇場
【料金】一般2000円
シニア（65歳以上）1500円
学生（小～大学生）1000円
※未就学児入場不可 
※日時指定・全席自由・当前共通
※チケット発売中

【お問合せ】北九州芸術劇場 093（562）2655

3 CulCul  2016. December

HOTSKY『ときのものさし』チラシ

生命誌研究館『生命誌版・セロ弾きのゴーシュ』公演写真

繋
げ
る
・
繋
が
る

つ 

な

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　
今
年
も
「
海
峡
演
劇
祭
」
開
催
の

お
知
ら
せ
が
届
い
た
。
毎
年
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
、
門
司
港
の
「
海
峡

ド
ラ
マ
シ
ッ
プ
」
１
階
に
あ
る
多
目

的
ホ
ー
ル
を
中
心
に
行
わ
れ
る
小
さ

な
演
劇
祭
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
に

始
ま
っ
て
今
年
で
７
回
目
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で

決
定
し
て
い
る
の
は
、
12
月
３
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
、
石
牟
礼
道
子
原

作
の
『
あ
や
と
り
の
記
』
の
朗
読
を

皮
切
り
に
し
て
、

▽
福
岡
市
を
拠
点
に
し
て
活
動
を
し

て
い
る「
無
倣
舎
」の『
12
月
８
日
を

劇
に
す
る
』

▽
「
生
命
誌
研
究
館
」
の
『
生
命
誌

版
・
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
の
記

録
映
像
と
、
北
九
州
市
を
拠
点
に
し

て
ユ
ニ
ー
ク
な
人
形
劇
を
上
演
し
て

い
る
谷
口
直
子
の
『
よ
だ
か
』
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
上
演

▽
大
阪
在
住
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー「
よ
っ

ち
ゃ
ん
」に
よ
る『
闇
の
中
、
輝
く

命
〜
統
合
失
調
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
♪
♪
♪
〜
』

な
ど
を
上
演
予
定
。

　
今
後
、
細
か
い
変
更
が
あ
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
詳
細
は
海
峡
演
劇

祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://t-etc.

net/kaikyo _engekisai.htm

）

で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　
演
劇
祭
本
編
に
先
駆
け
て
、
11
月

に
「
海
峡
演
劇
祭
２
０
１
６ 

プ
レ

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
東
京
の
劇
団

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｋ
Ｙ
が
『
と
き
の
も
の
さ

し
』（
作
・
演
出
：
釘
本
光
／
11
月

４
日
〜
６
日
／
旧
大
連
航
路
上
屋
２

Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）
を
上
演
し
た
。

海
辺
に
立
つ
介
護
施
設
を
舞
台
に
し

た
優
し
い
作
品
。

　
作
・
演
出
の
釘
本
光
は
北
九
州
出

身
。
北
九
州
の
演
劇
界
で
も
人
気
の

あ
っ
た
女
優
さ
ん
だ
。
こ
う
し
て
、

彼
女
の
作
品
を
北
九
州
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
う
れ
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た

公
演
で
も
あ
っ
た
。

　
海
峡
演
劇
祭
は
、
単
な
る
作
品
上

演
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
と

人
は
、
場
所
と
場
所
を
「
繋
ぐ
」
と

い
う
意
識
を
高
く
持
っ
て
開
催
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
実
際
、
こ

の
演
劇
祭
を
き
っ
か
け
に
し
て
交
流

を
深
め
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
少

な
か
ら
ず
い
る
と
聞
く
。
今
回
も
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
繋
が
れ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
北
九
州
か
ら
活
動
の
拠
点

を
東
京
に
移
し
て
久
し
い
「
う
ず
め

劇
場
」
か
ら
も
、
公
演
の
お
知
ら
せ

が
届
い
た
。

　
第
28
回
公
演
は
、
劇
団
創
立
20
周

年
記
念
公
演
と
な
る
そ
う
だ
。
演
目

は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ア
ン
ト

ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
』（
演
出
：

ペ
ー
タ
ー
・
ゲ
ス
ナ
ー
／
10
月
25
日

〜
30
日 

／ 

両
国
シ
ア
タ
ー
Ⅹ
）
。

〝「
異
邦
人
演
出
家
」ペ
ー
タ
ー
・
ゲ

ス
ナ
ー
が
満
を
持
し
て
贈
る
！
世
界

が
裏
返
る
、
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い

「
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」
〞

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
、
劇
団

の
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
劇
団
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
解
説
と
、

20
周
年
に
あ
た
っ
て
の
文
章
が
掲
載

さ
れ
た
「
う
ず
め
劇
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、

「
う
ず
め
劇
場
を
生
ん
で
く
れ
た
、

北
九
州
の
あ
た
た
か
さ
へ
。
感
謝
を

こ
め
て
。
」
と
い
う
文
言
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
半
に
は
、
ペ

ー
タ
ー
に
よ
る
、
北
九
州
の
演
劇
人

た
ち
へ
の
謝
辞
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、

彼
が
ま
だ
北
九
州
と
「
繋
が
っ
て
い

る
」
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
文
章
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
更
の
よ
う
だ
が
、
演
劇
は
「
繋

げ
る
」
「
繋
が
る
」
と
い
う
行
為
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
同
じ

舞
台
に
立
つ
役
者
同
士
。
劇
場
の
中

で
同
じ
体
験
を
共
有
す
る
観
客
同
士
。

客
席
と
舞
台
。
作
品
と
社
会
。
自
己

と
他
者
。
日
常
と
非
日
常
。
人
と
人

の
関
係
性
が
薄
く
な
っ
て
き
た
と
嘆

か
れ
る
こ
と
も
多
い
昨
今
、
演
劇
は

「
繋
が
り
」
の
最
後
の
砦
で
は
な
い

か
と
さ
え
思
う
。
少
な
く
と
も
、
私

は
そ
れ
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

カ
イ

と
り
で

い
し
む
れ

　み
ち
こ
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資
料
で
は
伝
わ
ら
な
い
当
時
の
歴
史

や
人
の
思
い
が
物
語
に

　
北
九
州
市
内
に
長
年
暮
ら
し
て
き

た
お
年
寄
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

一
人
一
人
の
往
時
の
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
。
そ
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
演
劇
的
に
脚

色
し
戯
曲
に
仕
上
げ
舞
台
化
す
る
事

業「Re

：
北
九
州
の
記
憶
」が
５
年

目
を
迎
え
た
。
核
家
族
化
や
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ
り
、
市

井
の
人
々
の
記
憶
が
子
や
孫
に
語
り

継
が
れ
る
機
会
が
減
る
中
、
劇
場
な

ら
で
は
の
手
法
で
、
こ
の
街
に
生
き

る
「
人
の
記
憶
」
を
演
劇
作
品
と
し

て
上
演
す
る
こ
と
で
、「
街
の
記
憶
」

と
し
て
継
承
し
よ
う
と
い
う
事
業
だ
。

　
昨
年
度
ま
で
に
42
名
か
ら
伺
っ
た

話
か
ら
44
作
品
が
生
ま
れ
て
お
り
、

戯
曲
集
は
市
内
の
図
書
館
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年
度
は
、

福
岡
・
熊
本
な
ど
九
州
を
拠
点
に
活

躍
す
る
５
人
の
劇
作
家
が
、
市
内
に

住
む
76
歳
〜
84
歳
ま
で
の
男
女
７
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
戦
時
中
、
満
州
へ
開
拓
団
と
し
て

移
住
し
田
畑
を
耕
し
て
い
た
人
々
の

話
、
終
戦
日
に
母
と
娘
が
川
へ
洗
濯

に
行
っ
た
話
、
戦
後
、
子
ど
も
と
女

中
が
戸
畑
へ
映
画
を
見
に
行
っ
た
話
、

門
司
の
喫
茶
店
で
繰
り
広
げ
る
ヤ
ン

キ
ー
の
恋
の
話
、
葬
儀
で
弔
辞
を
読

む
話
な
ど
八
つ
の
物
語
が
、
馴
染
み

深
い
地
元
の
名
所
や
当
時
の
面
影
と

と
も
に
舞
台
の
上
で
甦
る
。

　
何
気
な
い
家
族
の
会
話
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
思
い

出
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
71
年
を
迎

え
、
「
こ
れ
ま
で
に
話
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
」
と
戦
時
中
の
苦
し
い
記

憶
も
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
語
っ
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
作
家
た
ち
は
、

書
く
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
内
容

も
、
何
を
ど
う
選
び
、
ど
う
向
き
合

っ
て
書
き
進
め
て
い
く
の
か
を
自
分

に
問
う
作
業
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
話
す
こ
と

も
な
く
、
心
の
中
に
留
め
て
い
る
記

憶
た
ち
、
消
え
去
っ
て
し
ま
う
記
憶

た
ち
が
、
作
家
の
心
と
筆
を
通
し
、

誰
も
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
戯
曲
に

具
現
化
す
る
。
そ
の
戯
曲
を
読
ん
だ

と
き
、
舞
台
に
な
っ
た
と
き
、
歴
史

に
は
残
ら
な
い
個
人
の
さ
さ
や
か
な

思
い
出
や
感
情
が
作
品
に
表
れ
る
こ

と
で
、
資
料
で
は
決
し
て
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
当
時
の
歴
史
や
街

の
雰
囲
気
、
匂
い
な
ど
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
５
年
。
鮮
や
か
に

甦
っ
て
き
た
、
こ
の
街
を
生
き
る
人

々
の
さ
ま
ざ
ま
な
〝
記
憶
〞
に
思
い

を
馳
せ
て
ほ
し
い
。

北九州芸術劇場44

北九州芸術劇場＋市民共同創作劇 「Re：北九州の記憶」
鬼　木　身　和宣伝営業課　広報係 Miwa Oniki

戯曲集

インタビューの様子

平成25年度舞台写真　撮影：藤本彦

平成27年度舞台写真　撮影：藤本彦

せ
い

し

な
　じ

よ
み
が
え

は
北九州芸術劇場＋市民共同創作劇

「Re：北九州の記憶」

Information

【日程】2017年1月13日（金）・14日（土）・15日（日）
各日午後２時開演

【会場】北九州芸術劇場 小劇場
【料金】一般2000円
シニア（65歳以上）1500円
学生（小～大学生）1000円
※未就学児入場不可 
※日時指定・全席自由・当前共通
※チケット発売中

【お問合せ】北九州芸術劇場 093（562）2655
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